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第１章 地域水道ビジョン策定の位置付け

1. 水道事業を取り巻く環境

わが国の近代水道は、明治 20年（西暦 1887年）に神奈川県横浜市で給水開始して
から、災害や戦争など、幾多の障壁を乗り越えて 120年を超えました。高度経済成長
時代に整備された施設が、30年～40年を経過し老朽化しており、今後、全国的に大規
模な更新の時期を迎えることとなります。また、人口動向も減少し、少子高齢者時代

となり、官と民、国と地方の役割分担の見直し、水道事業体では、団塊世代の大量退

職者による技術継承や、若年技術者の減少など水道を取りまく環境は大きく変化して

います。

こういう状況の中で、国において、平成 16年 6月に「水道ビジョン」が策定されま
した。

本市の水道は、創設（旧町）から 39年を経過、市勢の発展に呼応して、市民の暮ら
しや都市活動を大きく支えて成長してきましたが、人口減少や長引く景気の低迷、水

需要の減少などにより、給水収益が減少する一方で、施設の老朽化による修繕・更新

や災害など緊急時に備えた設備投資等、多額の資金を要する厳しい事業運営を強いら

れることとなります。

本市は平成の大合併により、平成 18年（西暦 2006年）3月 21日に浅口郡金光町、
鴨方町及び寄島町が合併し、浅口市が誕生しました。これを機に【浅口市水道ビジョ

ン】を策定し、これまで以上に安全でおいしい水を安定的に供給していくために、現

状分析と将来予測をおこなった上で、水道事業として利用者と一緒に歩んでいく、市

民の水となるよう浅口市のあるべき将来像を展開していきます。
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2. 地域水道ビジョン策定の趣旨

【浅口市水道ビジョン】は、その具体策として、施設の老朽化、耐震化、若手技術者

の育成、安定経営など様々な課題を検討し、21世紀に向けて市民が求めるより質の高
い水道事業を運営するため、水道事業の将来ビジョンを策定するものです。

水道事業の現状や課題に対する方向性を示し、浅口市にふさわしい上水道の整備を

計画的に進めていきます。

【浅口市水道ビジョン策定】における作業のフローシートを下記に示します。 

 

※日本水道協会 http://www.jwwa.or.jp/vision/index.html

水道ビジョン策定フローシート 
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１１．　浅口市の概要

２．　浅口市水道事業の沿革

３．　浅口市水道事業の現状

４．　水道事業の現状分析と評価（ＰＩ）
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第２章 水道事業の現状分析と評価
1. 浅口市の概要

浅口市は、岡山県の西南部に位置し、南は風光明媚な瀬戸内海に面し、北には竹

林寺山に国立天文台があり、ここからの夜景は素晴らしく澄み切った晴れた日であ

れば瀬戸大橋のライトアップや水島コンビナートの夜景が望めます。

浅口市の位置図 
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2. 浅口市の水道事業の沿革

金光町は、昭和 45年 3月 31日付岡山県指令環第 932号で創設事業（計画給水人
口 10,000人、計画一日最大給水量 2,000ｍ3）の創設認可を得、倉敷市より浄水の供

給を受け給水を開始しておりましたが、以来町勢の発展と生活水準の向上による給

水人口の増加による給水量の増大、これらの改善を目的とし、過去 1回の拡張をお
こない、施設規模は、給水人口 15,000人、一日最大給水量 5,000ｍ3です。

鴨方町は、昭和 44年 12月 27日付岡山県指令環第 656号で創設事業（計画給水人
口 7,000 人、計画一日最大給水量 1,400ｍ3）の創設認可を得、西南水道企業団より

浄水の供給を受け給水を開始しておりましたが、以来町勢の発展と生活水準の向上

による給水人口の増加による給水量の増大、これらの改善を目的とし、過去 2回の
拡張をおこない、施設規模は給水人口 22,500人、一日最大給水量 10,000ｍ3です。

寄島町は、昭和 44年 12月 17日付岡山県指令環第 655号で創設事業（計画給水人
口 6,000 人、計画一日最大給水量 1,200ｍ3）の創設認可を得、西南水道企業団より

浄水の供給を受け給水を開始しておりましたが、以来町勢の発展と生活水準の向上

による給水人口の増加による給水量の増大、これらの改善を目的とし、過去 1回の
拡張をおこない、施設規模は、給水人口 7,500人、一日最大給水量 4,000ｍ3です。

 
表 2-1 旧３町水道事業変遷表 

※ （ ）内数字は原単位Ｌ／日です。

計画給水
人　　口
（人）

岡山県指令
環 第 932号
岡山県指令
環衛第1565号

岡山県指令

環境第656号

岡山県指令

環境第2420号

岡山県指令

環衛第1163号

岡山県指令

環境第655号

岡山県指令

環衛第1335号

鴨
方
地
区

第1次拡張 H8. 3 15,000 5,000 （333） 給水人口、一日最大給水量の増加

金
光
地
区

創 　　設 S48. 3 10,000

認可番号

22,500

6,000

7,500

給水人口、一日最大
給水量の増加3,750

（200）

（300）

計画一日
最大給水量
（m3/日）

S47. 3 7,000

区
分

寄
島
地
区

第1次拡張

第2次拡張

創 　　設

第1次変更

12,500

H14. 3

S53. 3

S68. 3

S47. 6

10,000 （444） 給水人口、一日最大給水量の増加

1,400

名　　 称 完成年次 認可理由

創 　　設

2,000 （200）

給水人口、一日最大
給水量の増加（533）4,000

1,200 （200）
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  この度、浅口郡金光町、鴨方町、寄島町が合併をおこない、平成 18年 3月 20日・
岡山県指令生衛第 696号付で、一日最大給水量の全量を、岡山県西南水道企業団及び
倉敷市に依存する新たな浅口市水道事業として創設されました。

表 2-2 浅口市上水道事業 

                       ※ （ ）内数字は原単位Ｌ／日です。

計画給水
人　　口
（人）

岡山県指令
生衛第 696号

３町合併による

（m3/日）
浅口市上水道
創　　設

19,000 （422）H18. 3

最大給水量完成年次名　　　称

45,000

認可番号
計画一日

備　　考
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3. 浅口市水道事業の現状

浅口市の水道事業は、計画一日最大給水量 19,000ｍ3であり、水源は、岡山県西南水

道企業団（笠岡市、浅口市、里庄町で構成）と倉敷市より浄水を受水し事業運営を致し

ております。

   

   

 

西南水道企業団からの受水地点           倉敷市からの受水地点 

鴨方北配水池                 西川尻受水場 

水道事業の現状図 

  計画一日最大給水量
      Ｑ＝19,000m 3

鴨　方　町

Ｑ＝10,000ｍ３

一日最大給水量

金　光　町

Ｑ＝4,000ｍ３ Ｑ＝5,000ｍ３

一日最大給水量

西　南　水　道　企　業　団

倉　　敷　　市

浅　　口　　市

一日最大給水量

寄　島　町
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１）浅口市水道事業施設平面図

水道施設の現況を下記に示します。

図 2-1 浅口市水道事業施設現況平面図 

P

P

P

P

P

P

P

P

P

鴨方北配水池

遥照配水池

西六配水池

鴨方配水池

山ノ神ポンプ室

鴨方北配水池

（西南水道企業団）

（西南水道企業団）

西六ポンプ室

鴨方北ポンプ室

大峠ポンプ室

片本ポンプ室
鏡調整池

尾焼ポンプ室

寄島配水池

西部地区配水池

唐船受水場

阿坂配水池

野原配水池

門石ポンプ室

道木(高区)配水池

西川尻受水場
道木（低区）配水池

聖ヶ丘配水池

V=300m3

H.W.L=397.00
L.W.L=392.00

V=37.5m3

H.W.L=102.00
L.W.L= 99.00

V=77.5m
H.W.L=94.00
L.W.L=91.00

V=400m3
H.W.L=102.30
L.W.L= 96.00

V=4,800m3

H.W.L=92.80
L.W.L=84.80

V=1,900m3

H.W.L=51.00
L.W.L=47.00

V=1,500m3

H.W.L=93.00
L.W.L=88.00

V=600m 3

H.W.L=48.50
L.W.L=45.40

V=600m3

H.W.L=49.00
L.W.L=46.50

V=400m3

H.W.L=91.30
L.W.L=85.00

（西南水道企業団）
V=2,000m3
H.W.L=52.70
L.W.L=44.90

V=180m3

H.W.L=103.60
L.W.L=100.60

V=24m3

H.W.L=118.00
L.W.L=116.00

3

東六ポンプ室

東六配水池
V=200m3

H.W.L=97.00
L.W.L=93.00

山ノ神配水池
V=30m 3
H.W.L=143.00
L.W.L=141.00

P

竹坂ポンプ室

P

高架水槽
V=10m 3
H.W.L=68.90
L.W.L=66.20

駅前団地ブースター

西六減圧水槽
V=10m 3

H.W.L=65.00

P

奥迫ポンプ室

道木高区配水系

道木低区配水系

聖ヶ丘配水系

遥照配水系

山ノ神配水系

鴨方北配水系

企業団鴨方北配水系

企業団鴨方配水系

東六配水系

西六減圧水槽系

西六配水系

西部地区配水系

鏡調整池系

寄島配水系

P

凡      例

専用水道給水区域

浅口市上水道給水区域

浅 口 市 行 政 区 域
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                          聖ヶ丘配水池 

                              

                              

                              道木(高区)配水池 

 

図 2-2 金光町水位高低図の現況 
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鴨方町鴨方北配水池 

                              鴨方町西六配水池 

図 2-3 鴨方町水位高低図の現況 
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  寄島町鏡調整池 

                             寄島町西部地区配水池 

図 2-4 寄島町水位高低図の現況 
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4. 水道事業の現状分析と評価（業務指標ＰＩによる）

水道事業における業務指標（ＰＩ）は、水道業務の効率を図るために活用できる規格

の一種で、水道事業体が行っている多方面にわたる業務を定量化し、厳密に定義された

算定式により評価するものです。

本ビジョンにおいても、「現状分析と評価」は業務指標（ＰＩ）を使用します。

浅口市においての業務指標ＰＩは標準的な４９項目を対象とします。

（1.業務指標（ＰＩ）結果参照）

業務指標（ＰＩ）は一般的に“全国平均値”と“類似団体”との比較をし、当

自治体のレベルを見る指標でもあります。本市の資料は合併後の平成１８年度を

採用します。そして、現在公表されている最新の全国平均値と類似団体とを比較

します。
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表
2-
3 
浅
口
市
水
道
事
業
の
業
務
指
標
（
PI
）
 

高
い
ほ
ど
よ
い

低
い
ほ
ど
よ
い

優
位
性

（
優
位
方
向
）

1
10
01
　
水
源
利
用
率

○

2
10
02
　
水
源
余
裕
率

○

3
10
03
　
原
水
有
効
利
用
率

○

4
20
01
　
給
水
人
口
一
人
当
た
り
貯
留
飲
料
水
量

○

5
20
02
　
給
水
人
口
一
人
当
た
り
配
水
量

○

6
20
03
　
浄
水
予
備
力
確
保
率

○

7
20
04
　
配
水
池
貯
留
能
力

○

8
20
05
　
給
水
制
限
日
数

○

9
20
06
　
普
及
率

○

10
20
07
　
配
水
管
延
長
密
度
　

○

11
20
08
　
水
道
メ
ー
タ
密
度

○

12
21
04
　
管
路
の
更
新
率

●

13
21
07
　
管
路
の
新
設
率

○

14
22
05
　
給
水
拠
点
密
度

●

15
22
10
　
管
路
の
耐
震
化
率

●

PI
 №

業
務
指
標
(P
I)

日 ％

個
/k
m

％

考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
評

基
幹
管
路
の
対
象
口
径
決
定
と
、
そ
れ
に
対
す
る
耐
震
化
の
遂
行
が
必
要
で
あ
る
。

特
に
問
題
な
し
。

更
新
が
必
要
な
管
路
の
整
理
を
し
、
更
新
計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
。

特
に
問
題
な
し
。

緊
急
貯
留
槽
の
設
置
位
置
や
、
数
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

充
分
余
裕
が
あ
る
。

特
に
問
題
な
し
。

や
や
高
い
値
を
示
し
て
い
る
。

特
に
問
題
な
し
。

特
に
問
題
な
し
。

特
に
問
題
な
し
。

良
好
で
あ
る
。

西
南
水
道
企
業
団
の
配
水
池
を
含
め
る
の
で
、
特
に
問
題
な
し
。

や
や
低
い
値
を
示
し
て
い
る
。

充
分
余
裕
が
あ
る
。

安 定

L/
人

59
.8

L/
人
/日

評
価

56
.1

49
.9

89
.3

21
3.
2

17
8.
2

36
5.
5

25
.1

9.
8

給
水
面
積
（
km
2）

全
国
平
均

主
水
源

原
水
・
浄
水
受
水

49
.9
6

浅
口
市
(H
18
)
類
似
団
体

都
道
府
県

事
業
体
名

給
水
人
口
（
人
）

岡
山
県

浅
口
市

36
,3
35

安 心

％
52
.6

54
.6

50
.0

％
58
.3

％
93
.4

88
.5

27
5.
1

33
5.
7

％
36
.8

29
.6

1.
31

0.
85

0.
9

日
0

0.
0

0.
0

98
.2

93
.1

97
.9

km
/k
m2

5.
7

4.
0

5.
8

45
.4

37
.9

77
.0

％
0.
6

1.
2

1.
2

0.
1

1.
1

1.
0

箇
所
/1
00
km
2

24
.1

79
.3

71
.5

％
0.
2

5.
7

区
分

NO
.

単
位
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表
2-
4 
浅
口
市
水
道
事
業
の
業
務
指
標
(P
I)
 

高
い
ほ
ど
よ
い

低
い
ほ
ど
よ
い

優
位
性

（
優
位
方
向
）

16
30
01
　
営
業
収
支
比
率

●

17
30
02
　
経
常
収
支
比
率

●

18
30
03
　
総
収
支
比
率

●

19
30
04
　
累
積
欠
損
金
比
率

○

20
30
05
　
繰
入
金
比
率
（
収
益
的
収
支
分
）

○

21
30
06
　
繰
入
金
比
率
（
資
本
的
収
支
分
）

○

22
30
07
　
職
員
一
人
当
り
給
水
収
益

○

23
30
08
　
給
水
収
益
に
対
す
る
職
員
給
与
費
の
割
合

○

24
30
09
　
給
水
収
益
に
対
す
る
企
業
債
利
息
の
割
合

○

25
30
10
　
給
水
収
益
に
対
す
る
減
価
償
却
費
の
割
合

○

26
30
11
　
給
水
収
益
に
対
す
る
企
業
債
償
還
金
の
割
合

○

27
30
13
　
料
金
回
収
率

●

28
30
14
　
供
給
単
価

○

29
30
15
　
給
水
原
価

○

30
30
16
　
一
ケ
月
当
り
家
庭
料
金
(1
0m
3 )
税
込
み

○

31
30
17
　
一
ケ
月
当
り
家
庭
料
金
(2
0m
3 )
税
込
み

○

32
30
18
　
有
収
率

○

33
30
19
　
施
設
利
用
率

○

34
30
20
　
施
設
最
大
稼
働
率

○

35
30
21
　
負
荷
率

○

36
30
22
　
流
動
比
率

○

37
30
23
　
自
己
資
本
構
成
比
率

○

38
30
24
　
固
定
比
率

○

39
30
25
　
企
業
債
償
還
元
金
対
減
価
償
却
比
率

○

40
30
27
　
固
定
資
産
使
用
効
率

○

41
31
05
　
技
術
職
員
率

○

42
31
06
　
水
道
業
務
経
験
年
数
度

●

43
31
09
　
職
員
一
人
当
り
配
水
量

○

44
31
10
　
職
員
一
人
当
り
メ
ー
タ
数

○

都
道
府
県

事
業
体
名

給
水
人
口
（
人
）
給
水
面
積
（
km
2）

主
水
源

岡
山
県

PI
 №

業
務
指
標
(P
I)浅
口
市

36
,3
35

考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
評

49
.9
6

原
水
・
浄
水
受
水

今
後
、
技
術
職
員
の
育
成
に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

特
に
問
題
な
し
。

特
に
問
題
な
し
。

良
好
で
あ
る
。

や
や
高
い
値
を
示
し
て
い
る
。

良
好
で
あ
る
。

特
に
問
題
な
し
。

や
や
低
い
値
を
示
し
て
い
る
。

特
に
問
題
な
し
。

良
好
で
あ
る
。

良
好
で
あ
る
。

良
好
で
あ
る
。

良
好
で
あ
る
。

良
好
で
あ
る
。

や
や
低
い
値
を
示
し
て
い
る
。

や
や
高
い
値
を
示
し
て
い
る
。

供
給
単
価
が
給
水
原
価
を
下
回
っ
て
い
る
。

特
に
問
題
な
し
。

特
に
問
題
な
し
。

か
な
り
高
い
値
を
示
し
て
い
る
。

か
な
り
低
い
値
を
示
し
て
い
る
。

や
や
高
い
値
を
示
し
て
い
る
。

良
好
で
あ
る
。

経
営
の
健
全
化
に
向
け
た
努
力
が
必
要
。

良
好
で
あ
る
。

や
や
高
い
値
を
示
し
て
い
る
。

拡
張
工
事
に
伴
う
企
業
債
償
還
元
金
や
下
水
道
関
連
工
事
に
対
す
る
出
資
金
が
多
い
。

営
業
損
失
が
生
じ
て
い
る
。

経
常
損
失
が
生
じ
て
い
る
。

NO
.

区
分

浅
口
市
(H
18
)

単
位

評
価

全
国
平
均

類
似
団
体

94
.6

10
6.
2

4.
7

11
.8

12
5.
2

13
4.
2

8.
5

11
8.
9

10
7.
4

10
7.
4

2.
6

15
6.
0

88
.9

11
0.
0

％
94
.6

10
6.
4

％
0

0.
0

％
13
.6

6.
2

2.
0

％
81
.9

10
.0

9.
8

百
万
円
/人

27
1

76
53

％
3.
2

10
.6

18
.2

％
15
.3

11
.6

13
.4

％
20
.8

22
.1

25
.7

％
21
.1

18
.0

21
.5

％
78
.3

94
.8

97
.5

円
/m
3

15
9.
2

21
0.
4

17
5.
1

円
/m
3

20
3.
4

22
2.
0

17
9.
5

円
1,
55
4

1,
83
2

1,
44
7

円
3,
02
4

3,
73
1

3,
01
0

％
93
.4

87
.4

90
.1

％
52
.6

57
.6

63

％
63
.2

70
.4

74
.9

％
83
.3

81
.8

84
.1

62
.6

64
.8

58
.0

％
84
5.
1

54
5

41
4.
3

7.
0

8.
0

％
10
1.
1

81
.5

83
.9

19
.0

％
60

32
.6

44
.7

73
0

33
3

29
6

79
0

80
7

持 続

％ ％ 年

千
m3
/人

m3
/1
0,
00
0円

％％

個
/人

2,
58
1
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表
2-
5 
浅
口
市
水
道
事
業
の
業
務
指
標
（
PI
）
 

高
い
ほ
ど
よ
い

低
い
ほ
ど
よ
い

優
位
性

（
優
位
方
向
）

45
40
01
　
配
水
量
１
ｍ
３
当
た
り
電
力
消
費
量

○

46
40
04
　
浄
水
発
生
土
の
有
効
利
用
率

○

47
41
01
　
地
下
水
率

○

48
51
02
　
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
・
鋼
管
率

●

49
51
14
　
消
火
栓
設
置
密
度

○

岡
山
県

浅
口
市

36
,3
35

49
.9
6

事
業
体
名

給
水
人
口
（
人
）
給
水
面
積
（
km
2）

主
水
源

PI
 №

業
務
指
標
(P
I)

考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
評

今
後
、
配
管
工
新
計
画
と
整
合
を
取
り
、
効
率
的
な
施
工
が
必
要
で
あ
る
。

特
に
問
題
な
し
。

都
道
府
県

良
好
で
あ
る
。

浄
水
受
水
の
た
め
、
浄
水
発
生
土
は
な
い
。

浄
水
受
水
の
た
め
、
地
下
水
は
な
い
。

全
国
平
均

単
位

類
似
団
体

評
価

31
.8

47
.9

基
/k
m

2.
1

2.
3

0.
37

--
-

管 理

％

区
分
NO
.

環 境

kW
h/
m3

45
.1

3.
1

57
.1

17
.0

33
.2

0.
27

％％

0.
28

--
-

--
-

浅
口
市
(H
18
)

原
水
・
浄
水
受
水
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１１．　基本理念

２．　計画期間

３．　水需要予測

４．　計画目標の設定

  2) 安定した給水の確保

  3) 持続する水道

  4) 環境にやさしい水道

５．　施策方針

  1) 安心な給水を目指して
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第３章 水道事業の将来像の設定
1. 基本理念

浅口市は、浄水受水のため、受水地点と給水末端での水質管理は重要です。

水道事業は安全で安心できる良質な水の安定供給を行うことが使命であり、市民生

活に欠くことのできない重要なサービスを提供することを担っています。

そこで、本市の水道事業の基本理念は【安心、安全、安定、浅口の水道
み  ず

】とします。

  

    み　ず

安安心，安全，安定, 浅口の水道

　　　　　【浅口市水道事業の基本理念】　　　　　　　

実　　　施　　　方　　　策

安心な給
水を目指
して

安定した
給水の確
保

持続す
る水道

環境に
やさしい
水道

浅口市水道ビジョンの目標

お客様へのサービスの向上 安定給水の確保

経営基盤の強化

※日本水道協会  http://www.jwwa.or.jp/vision/index.html
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2. 計画期間

【【水道ビジョン】を作成するに当たり、その計画期間は、厚生労働省が目標期間を

概ね１０年間を推奨しています。【浅口市水道ビジョン】の期間は、平成 19年度を初
年度とし、平成 28年度を目標年次とする 10年間の計画とします。
ただし、社会・経済情勢の著しい変化があった場合には、適宜見直しを図るものと

します。

水道ビジョン計画期間
 

 

　水道ビジョン策定
　　（平成１９年度）

　　　短期的な対応
　　　　（１～3年以内）

　　中長期的な対応
　　　　5年～10年目

水道ビジョン目標年次
(平成28年度）

レビュー・
　見直し

レビュー・
　見直し

レビュー・
　見直し
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3. 水需要予測

浅口市水道事業の将来像について検討するための基礎資料を作成します。

（2.水需要予測計算資料参照）

図 3-1 推計の対象市町村（浅口市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅浅浅口口口市市市   
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3-1 水需要予測の手順

本計画の水需要予測は，過去１０ヶ年の実績を基におこないます。作業フローを以

下に示します。

 

 

              図 3-2 給水量の推移図 

 

 

 注1）
・生活用原単位  時系列傾向分析により各推計式で最適な値を採用

・生活用水量 （生活用原単位）×（給水人口）

・業務・営業用水量 過去の実績値により推計する

・工場用水量 過去の実績値により推計する

・その他水量 過去の実績値により推計する

・有収水量 生活用、業務・営業用、工場用、その他水量の
推計値の合計

・一日平均給水量 （有収水量）÷（有収率）

・一人一日平均給水量 一日平均給水量）÷(給水人口）

・負荷率 過去10年間における最小値の採用を原則とする

・一日最大給水量 (一日平均給水量）÷（負荷率）

・一人一日最大給水量 （一日最大給水量）÷(給水人口）

・給水区域内人口    行政区域内人口に占める給水区域内人口の割合で算出

将来予測項目 将来予測の方法

・行政区域内人口 ・「浅口市総合計画」による

・有効率　　　過去の実績値より設定

・有収率　　（有効率）－（有効無収率）

用途別水量

・給水普及率 　　　目標年度にて100％を原則とする

・給水人口 　　　　(給水区域内人口）×(給水普及率）
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図 3-2 給水量の推移図 

 

 

 

 

 

 

 

過去 10ヶ年の一日最大給水量の実績値は下記のとおりです。
              

表 3-1 地区別給水量実績表 

（ｍ3／日）
H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 平均値
4,213 4,236 4,738 4,537 4,182 4,312 3,709 3,644 3,623 3,865 4,106

35% 35% 38% 36% 33% 34% 30% 30% 31% 32% 33%

5,703 6,023 5,917 6,083 6,474 6,473 6,502 6,410 5,975 5,932 6,149

48% 49% 47% 48% 51% 50% 53% 52% 51% 49% 50%

1,993 1,999 1,966 2,012 2,006 2,038 1,995 2,239 2,098 2,207 2,055

17% 16% 16% 16% 16% 16% 16% 18% 18% 19% 17%

計 11,909 12,258 12,621 12,632 12,662 12,823 12,206 12,293 11,696 12,004 12,310

金光町

鴨方町

寄島町

水需要計算の結果、平成２８年度までの各町の計画一日最大給水量は下記のとおりです。 

              表 3-2 地区別給水量推移表 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

H9 H 10 H 11 H 12 H 13 H 14 H15 H 16 H 17 H 18 H 19 H 20 H 21 H 22 H 23 H 24 H 25 H 26 H 27 H 28

(年度)

　
　
一
日
最
大
給
水
量
(m
3／
日
）

金  光  町 鴨  方  町 寄  島  町 計

実績 推計

（ｍ3/日）

H19 H20 H 21 H22 H 23 H24 H25 H26 H27 H 28

4,202 4,220 4,228 4,260 4,272 4,285 4,301 4,310 4,343 4,355

6,435 6,461 6,474 6,524 6,542 6,562 6,586 6,600 6,650 6,668

2,495 2,505 2,510 2,530 2,537 2,545 2,554 2,559 2,579 2,585

13,132 13,186 13,212 13,314 13,351 13,392 13,441 13,469 13,572 13,608

鴨  方  町

寄  島  町

金  光  町

計
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既認可水量と需要予測水量比較を下図に示します。

水需要予測の結果、平成 28年度では浅口市の一日最大給水量は 13,608ｍ３となり、

5,392ｍ３の余裕水量が出ることになります。水源としての余裕率は 28.3％あります。
（19,000-13,608）÷19,000=0.283 (余裕率）

  

浅　　口　　市

一日最大給水量

寄　島　町鴨　方　町

Ｑ＝10,000ｍ３

一日最大給水量

金　光　町

Ｑ＝4,000ｍ３ Ｑ＝5,000ｍ３

一日最大給水量

  計画一日最大給水量
      Ｑ＝19,000m 3

Ｑ＝6,668ｍ３ Ｑ＝2,585ｍ３ Ｑ＝4,355ｍ３

金　光　町

一日最大給水量

既　認　可　構　成　図

水需要推計計算結果　（目標年度　平成２８年度）

一日最大給水量 一日最大給水量

浅　　口　　市
  計画一日最大給水量
　 　 Ｑ＝13,608m 3

鴨　方　町 寄　島　町
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績
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4. 計画目標の設定

本ビジョンの計計画目標は、以下の通りとします。

計 画 目 標
1）経営基盤の強化
 （１）財政の健全化（人件費，工事コストの削減）

 （２）組織機構の見直し（事務事業の見直し，民間委託等の推進）

 （３）人材育成と技術の継承

 （４）事務事業の高度情報化（情報化の推進）

 （５）料金制度の見直し

2）安定給水の確保
 （１）水質監視の強化

    （２）水道管路の整備

 （３）直結給水の拡大

 

3）お客様へのサービスの向上
 （１）広報・公聴活動の充実

 （２）窓口サービスの向上

 （３）情報公開の充実

5. 施策方針

目標年度は、平成 28年度ですが、水需要予測の結果を考慮して、短期、中期、に分
け事業の施策方針を策定します。

【施 策 期 間】

短 期 ： 平成２０年度～平成２３年度

中 期 ： 平成２４年度以降

     基 本 施 策
① 安心な給水を目指して

② 安定した給水の確保

③ 持続する水道

④ 環境にやさしい水道
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実施方策は下記のフロー図を参考に考察します。

※日本水道協会  http://www.jwwa.or.jp/vision/index.html

1）安心な給水を目指して

①直結給水の拡充を図り、給水タンク方式を極力避けます。

②水質監視は、給水末端４ヶ所で「色」，「濁り」，「消毒の残留効果」の毎日検査

を委託しています。そして、これを継続します。

③水質検査は水質検査計画に基づきおこないます。その結果は適宜ホームページ

に公開します。

2）安定した給水の確保

① 基幹施設（配水池）の耐震化の向上を行います。

② 応急給水拠点の確保を検討します。

③ 緊急遮断弁の設置を推進します。

④ 危機管理マニュアルに基づいた訓練を計画実施し、水道施設に係る危機管理体

制を構築します。

⑤ 各配水池系間の水の相互融通が効く様に配水管の接続を合理的に考えます。

3）持続する水道

①老朽施設の更新を推進します。

　水道ビジョン策定
　　（平成１９年度）

　

　　　【施策群】

安心な給水を目指し
て

安定給水を目指し
て

持続する水道を目
指して

環境にやさしい水道
を目指して

　　　短期的な対応
　　　　（１～3年以内）

直ちに実行に方策の
着手・実施

・必要な制度の見直
し
・調査研究、技術開
発の
　積極的な実施
・モデル事業の実施

目標達成に向けた
努力の傾注
施策目標の早期達成
・新たな制度、必要な
制度の見直し
・新技術の活用促進
・給水サービスの多様
化

　　中長期的な対応
　　　　5年～10年目

政
策
目
標
／
施
策
目
標
の
達
成

レビュー・
　見直し

　　段階的かつ着実な施策目標の達成

水道ビジョン目標年次
(平成28年度）

国際協力並びに
国際貢献

レビュー・
　見直し

レビュー・
　見直し



27

②水道事業ガイドラインの活用（PIの活用）によって、欠点の解消を図ります。
③適正かつ妥当な料金制度の確立を目指します。

④未普及地域の解消に努力します。

⑤経営が持続可能な施設整備計画を行います。

4）環境にやさしい水道

①漏水防止と有効率の向上により、有効な生産物（水道水）の生産比率を高める

ことができ、省エネルギーに寄与します。

②電力使用料の削減はエネルギー対策の大きな役目を担っていますので、ポンプ

のメンテナンスにより、使用エネルギーを削減します。
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１１．　実施体制の構築

２．　年次計画の概要

３．　財政計画の概要

４．　フォローアップ体制の構築
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第４章 水道ビジョンの実現に向けて

1. 実施体制の構築

将来の財政力を考慮して施設の整備計画をおこないます。

前章までに求めた、将来の給水量を基に配水管網施設整備計画、維持管理計画、並

びに財政計画等の年次割をおこないますが、財政力並びに緊急性の判定をおこないな

がら年次計画を検討します。

  なお浅口市の水道施設を次ページ以降【【水道施設現況表等】に示します。
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１-１ 送水施設 

 １）金光地区送水施設の現況 

 

水道施設現況調査表

【金光】

外観 躯体 付帯設備 その他 Ａ Ｂ Ｃ

　　１．唐船受水場系

　1)受水池兼ポンプ井 RC造 1972 35 60 58% △ △ △ ○ 老朽化

  　ポンプ室 RC造平屋 1972 35 60 58% △ △ △ ○ 老朽化

　　送水ポンプ 陸上ﾎﾟﾝﾌﾟ 15

　2)送水管（唐船～聖ヶ丘～大谷）

DCIP φ200　 L=1,500m 40

DCIP φ100　 L=  970m 40

　２．西川尻受水場系

　1)受水池兼ポンプ井 RC造 V=168m3 1992 15 60 25% ○ ○ ○ ○

  　ポンプ室 RC造平屋 1992 15 60 25% ○ ○ ○ ○

　　送水ポンプ 陸上ﾎﾟﾝﾌﾟ 15 ○ ○ ○ ○ ３年前ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ

　2)門石ポンプ室 RC造平屋 1985 22 60 37% ○ ○ ○ ○

　　門石ポンプ 陸上ﾎﾟﾝﾌﾟ 15 ○ ○ ○ ○

　　受　水　槽 RC造 10 ○ ○ ○ ○

　3)送水管（西川尻～道木～道木（高区））

DCIP φ250　 L=2,500m 40

DCIP φ200　 L=  500m 40

DCIP φ150 　L=   60m 60

　4)送水管（門石中継所）

DCIP φ75 　L=1,820m 40

WVLP φ50　 L=1,594m 40

　5)奥迫ポンプ室 CB造平屋 1972 35 60 58% ○ ○ ○ ○

　　加圧ポンプ 陸上ﾎﾟﾝﾌﾟ 15 ○ ○ ○ 圧力ﾀﾝｸ

ｶｽｹｰﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ 15 ○ ○ ○

　6)竹坂ポンプ室 FRP 1990 17 20 85% ○ ○ ○ ○

　　竹坂ポンプ 陸上ﾎﾟﾝﾌﾟ 15 ○ ○ ○ 圧力ﾀﾝｸ

　　受　水　槽 FRP V=20m3 1990 20 ○ ○ ○

総合評価

判定結果：〇印－良好　△印－要注意　×印－修理・交換要
総合評価：Ａ－現状でよい（日々の修繕等による対応で可）
Ｂ－改修必要、または、近い将来改修必要  Ｃ－早急に改修必要

施設
別 備 考

判 定 結 果
構 造 築造年 経 過

年 数 稼働率耐 用
年 数施 設 名
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２）鴨方地区送水施設の現況 

 

水道施設現況調査表

【鴨方】

外観 躯体 付帯設備 その他 Ａ Ｂ Ｃ

　　１．岡山県西南水道企業団系

  1)鴨方北ポンプ室 RC造平屋 1978 29 60 48% ○ ○ ○ ○

　  鴨方北ポンプ 陸上ﾎﾟﾝﾌﾟ 1994 13 15 87% ○ ○ ○ ○

　  塩素滅菌設備 電解塩素
滅菌機 1979 28 10 280% △ △ ○ 老朽化の為調子が悪い

　2)東六ポンプ室 RC造平屋 1978 29 60 48% ○ ○ ○ ○

　　東六ポンプ 陸上ﾎﾟﾝﾌﾟ 1978 29 15 193% ○ ○ ○ ○

　　受　水　槽 RC造 V=50m3 1978 29 60 48% ○ ○ ○ ○

　　塩素滅菌設備 ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ塩素
滅菌機 1978 29 10 290% ○ ○ ○ ○

　3)西六ポンプ室 RC造平屋 1977 30 60 50% ○ ○ ○ ○ 屋根、折板に改造

　　西六ポンプ 陸上ﾎﾟﾝﾌﾟ 1977 30 15 200% ○ ○ ○ ○

　　西六ポンプ 水中ポンプ 1989 18 15 120% ○ ○ ○ ○

　　受　水　槽 RC造 V=183m3 1977 30 60 50% ○ ○ ○ ○

　　塩素滅菌設備 ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ塩素
滅菌機 1977 30 10 300% ○ ○ ○ ○

　4)駅前団地ポンプ ﾌﾞｰｽﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ 1975 32 15 213% ○ ○ ○ ○

2006 1 15 7% ○ ○ ○ ○

　5)山ノ神ポンプ室 CB造平屋 1998 9 60 15% ○ ○ ○ ○

　　山ノ神ﾎﾟﾝﾌﾟ 陸上ﾎﾟﾝﾌﾟ 1998 9 15 60% ○ ○ ○ ○

　　受水槽 RC造 V=20m3 1998 9 60 15% ○ ○ ○ ○

　　塩素滅菌設備 ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ塩素
滅菌機 1998 9 10 90% ○ ○ ○ ○

　6)大峠ポンプ室 CB造平屋 1998 9 60 15% ○ ○ ○ ○

　　大峠ﾎﾟﾝﾌﾟ 陸上ﾎﾟﾝﾌﾟ 1998 9 15 60% ○ ○ ○ ○

　　受水槽 RC造 V=40m3 1998 9 60 15% ○ ○ ○ ○

　7)送水管

DCIP φ150　L=500m 40

DCIP φ100　L=600m 40

DCIP φ150　L=600m 40

DCIP φ200　L=2,440m 40

DCIP φ 75　L=2,980m 40

判定結果：〇印－良好　△印－要注意　×印－修理・交換要
総合評価：Ａ－現状でよい（日々の修繕等による対応で可）
Ｂ－改修必要、または、近い将来改修必要  Ｃ－早急に改修必要

総合評価施設
別 備 考

判 定 結 果
構 造 築造年 経 過

年 数 稼働率耐 用
年 数施 設 名
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３）寄島地区送水施設の現況 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 6-1 浅口市送水管の現況   （単位：ｍ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水道施設現況調査表
【寄島】

外観 躯体 付帯設備 その他 Ａ Ｂ Ｃ

　2．岡山県西南水道企業団系

　1)尾焼ポンプ室 CB造平屋 1971 36 60 60% ○ ○ ○ ○

  　尾焼ポンプ 陸上ポンプ 15 ○ ○ ○

　　受水槽 RC造 V=8m3 1971 36 60 60% ○ ○ ○ ○

　2)片本ポンプ室 CB造平屋 1971 36 60 60% ○ ○ ○ ○ 老朽化

  　片本ポンプ 陸上ポンプ 15 ○ ○ ○

　　受水槽 RC造 V=8m3 1971 36 60 60% ○ ○ △ ○ バルブが老朽化し
動かせない

　3)西部地区配水池 RC造V=180m3 2004 3 60 5% ○ ○ ○ ○

　4)鏡調整池 SUS造V=24m3 1971 36 45 80% ○ ○ ○ ○

総合評価
施 設 名

判定結果：〇印－良好　△印－要注意　×印－修理・交換要
総合評価：Ａ－現状でよい（日々の修繕等による対応で可）
Ｂ－改修必要、または、近い将来改修必要  Ｃ－早急に改修必要

施設
別 備 考

判 定 結 果
構 造 築造年 経 過

年 数 稼働率耐 用
年 数

送水管は当分更新する予定は有りません。
送水ポンプは老朽化してきているので、３年に１度の交換費
として５００万円を見込みます

  　     　(出典：水道統計　H 16年度）

合　計

ＤＣＩＰφ３５０ ＤＣＩＰφ３５０ ＤＣＩＰφ３５０ 1,413 1,413

ＤＣＩＰφ２５０ 2,500 ＤＣＩＰφ２５０ ＤＣＩＰφ２５０ 372 2,872

ＤＣＩＰφ２００ 2,000 ＤＣＩＰφ２００ 2,440 ＤＣＩＰφ２００ 1,802 6,242

ＤＣＩＰφ１５０ 1,130 ＤＣＩＰφ１５０ 1,100 ＤＣＩＰφ１５０ 1,398 3,628

ＤＣＩＰφ１００ 970 ＤＣＩＰφ１００ 600 ＤＣＩＰφ１００ 5,860 7,430

ＤＣＩＰφ７５ 1,820 ＤＣＩＰφ７５ 2,980 ＤＣＩＰφ７５ 7,488 12,288

ＷＶＬＰφ５０ 1,594 ＶＰ　　φ５０ 8,670 10,264

小　　計 10,014 小　　計 7,120 　小　計 27,003 44,137

送
 
 
水
 
 
管

鴨　方　町 寄　島　町金　光　町
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１-２ 配水施設 

  １）配水管路整備計画 

     

表 6-2 浅口市配水管の現況   （単位：ｍ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＩ（業務指標）NO：2104 管路の更新率が低いため、随時更新する必要があります
が、下水道工事に伴う水道管の移設が出てくるため、更新計画は十分注意が必要となり

ます。

そのため、本ビジョンでは、更新費として下水道工事による布設替えのみを見込みま

す。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配水管の更新費として、下水道工事による布設替のみを見込みます。

            　　   (出典：水道統計　H 16年度）

合　計

ＤＣＩＰφ３５０ 0 ＤＣＩＰφ３５０ 214 ＤＣＩＰφ３５０ 266 480

ＤＣＩＰφ３００ 1,419 1,419

ＤＣＩＰφ２５０ 286 ＤＣＩＰφ２５０ 1,109 ＤＣＩＰφ２５０ 1,185 2,580

ＤＣＩＰφ２００ 3,214 ＤＣＩＰφ２００ 7,894 ＤＣＩＰφ２００ 1,321 12,429

ＤＣＩＰφ１５０ 17,126 ＤＣＩＰ、ＶＰφ１５０ 22,465 ＤＣＩＰφ１５０ 1,785 41,376

ＤＣＩＰφ１００ 17,095 ＤＣＩＰ、ＶＰφ１００ 43,792 ＤＣＩＰφ１００ 9,892 70,779

ＤＣＩＰ、ＶＰφ７５ 23,129 ＤＣＩＰ、ＶＰφ７５ 28,739 ＤＣＩＰ、ＶＰφ７５ 9,943 61,811

ＶＰφ５０ 10,199 ＤＣＩＰ、ＶＰφ５０ 22,174 ＶＰφ５０ 17,089 49,462

小　　計 71,049 小　　計 127,806 小　　計 41,481 240,336

計 81,063 計 127,806 計 68,484 284,473

金　光　町 鴨　方　町 寄　島　町

配
水
管
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２）配水池整備計画 

表 6-3 浅口市配水池の現況 

    

 

金光町分 ： 一日最大給水量＝4,355ｍ３

         貯留時間＝2,815ｍ３÷4,355ｍ３×24H＝15.5H ＞ 12H      

企業団分 ： 一日最大給水量＝6,668ｍ３（鴨方町）+2,585ｍ３（寄島町）＝9,253ｍ３

（鴨方町、寄島町） 貯留時間＝10,234ｍ３÷9,253ｍ３×24H＝26.5H ＞ 12H

配水池の必要容量は一日最大給水量の 12 時間分以上といわれてい
ます。これを充分満たしているので現状のままとしますが、耐震診
断を検討します。

　　　　　　平成20年3月末

所　有　者 名　　　称 有効容量（ｍ３）
浅口市（倉敷唐船受水系）聖 ヶ 丘 配 水 池 600
々（倉敷西川尻受水場系）道 木 （低 区 ）配 水 池 600

々 道 木 （高 区 ）配 水 池 1,500
々 野 原 配 水 池 77
々 阿 坂 配 水 池 38
計 金光町所有 2,815

西南水道企業団（鴨方系列） 鴨 方 北 配 水 池 4,800
々 鴨 方 配 水 池 1,900

西南水道企業団（寄島系列） 寄 島 配 水 池 2,000
小　　計 企業団所有 8,700

浅 口市（企企 業団 鴨 方系）鴨 方 北 配 水 池 400
々 東 六 配 水 池 200
々 遥 照 配 水 池 300
々 山 ノ 神 配 水 池 30
々 西 六 配 水 池 400

小　々 　計 鴨方町所有 1,330
浅 口市（企企 業団 寄 島系）西 部 地 区 配 水 池 180

々 鏡 調 整 池 24
小　々 　計 寄 島 町 204
小　　　計 鴨方町、寄島町所有 1,534
計 西 南 水 道 企 業 団 系 10,234

合　　計 13,049

倉
　
敷
　
系

西
南
水
道
企
業
団
系
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西南水道企業団（鴨方北配水池） V＝4,800ｍ3  HWL+92.80
                        LWL+84.80

西南水道企業団（鴨方配水池） V＝1,900ｍ3  HWL+51.00
                      LWL+47.00
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西南水道企業団（寄島配水池） V＝2,000ｍ3  HWL+52.70
                      LWL+44.90

金光町道木高区配水池 V＝1,500ｍ3  HWL+93.00
                     LWL+88.00
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鴨方町鴨方北配水池 V＝400m3  HWL+102.30
                LWL+ 96.00

鴨方町西六配水池 V＝400ｍ3  HWL+91.30
                  LWL+86.00
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寄島町鏡調整池  V＝24ｍ3  HWL+118.00
                LWL+116.00

寄島町西部地区配水池  V＝180ｍ3  HWL+103.60
                    LWL+100.60     
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2. 年次計画の概要

当面、下水道整備工事に伴った配水管の布設替えを行い、その内基幹管路について

は耐震管に移行していきます。

  平成 21年度より下水道関連の布設替工事費として、毎年度 120,000千円計上します。
この事業によって、年間 4,000ｍ程度の老朽管更新をおこないます。配水管の更新率と
しては約 1.4%／年となります。目標年度の平成 28年度までの 8年間で約 32km（全配
水管の 11.3％）の老朽管更新を計画しています。
また、平成 22年度より送水ポンプの更新費用として 3年毎に 5,000千円計上します。
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3. 財政計画の概要

3-1 財政計画表

表
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財
政
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3-2 水道事業収益

   水道事業収益は、水需要の微増に伴い、今後も微増する予測となりました。

図 6-1 水道事業収益の推移 

 

3-3 水道事業費用

   水道事業費用は、わずかに減少しながらほぼ横ばいで推移する予測となりました。

   本市水道事業費用の約半分を占めているのが受水費であり、平成 18年度には総費
用の 54.4％を占めています。

図 6-2 水道事業費用の推移 
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3-4 収益的収支差額

   水道事業収入が伸び悩むなかで、支払い利息、減価償却費が嵩み平成 18年度から
赤字経営となっています。この収支不足額は建設改良積立金などで補填されていま

す。

今後の収支では、有収水量の微増による料金収入の増加や企業債償還利息が減少

しますが、営業外収益（一般会計からの繰入金）も減少するため、当面赤字経営が

続きます。

経営にあたっては、経費の削減、合理化を図りながら一層の経営努力をします。

図 6-3 収益的収支差額の推移 
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4. フォローアップ体制の構築

作成した水道ビジョンを２～３年置きに再検討します。

方法としては業務指標 PIにより検討し、改善された部分、逆に改善できなかった部分
等の判断の基に次の段階への方針を見直す必要があります。そのため、浅口市におい

ては「ＰＤＣＡサイクル」を確立し、効果的で開かれた事業運営を目指していきます。

継続的な改善のイメージ（ＰＤＣＡサイクル）

  

ＡＡＡＣＣＴＴＩＩＯＯＮＮ  ＰＰＬＬＡＡＮＮ  

ＤＤＯＯ  ＣＣＨＨＥＥＣＣＫＫ  

基本計画の策定 

目標等の設定 

各事業の実行 

進捗状況の管理 

実施状況の評価 

（ＰＩの活用） 

計画の見直し 

目標の再検討・設定 

継継続続的的なな改改善善【【持持続続】】  


